
SPring‑8 利用者情報／2014 年 2 月 42

SPring-8通信

　2010A 期に採択された長期利用課題について、
2012B 期に3年間の実施期間が終了したことを受
け、第46回 SPring-8利用研究課題審査委員会長期
利用分科会（平成25年10月）による事後評価が行
われました。
　事後評価は、長期利用分科会が実験責任者に対し
ヒアリングを行った後、評価を行うという形式で実
施し、SPring-8利用研究課題審査委員会で評価結果
を取りまとめました。以下に評価を受けた課題の評
価結果を示します。研究内容については本誌7ペー
ジの「最近の研究から」に実験責任者による紹介記
事を掲載しています。

〔評価結果〕
　本長期利用課題は、ハードディスクドライブ

（HDD）と相補的に利用される相変化光ディスクの
実用化をめざし、高速・高密度記録用ナノ構造体の
作製とその相変化過程を計測することで、高速・高
密度記録の原理検証を行う事を目標としている。
　急速に増大するデジタルデータの記録システムと
して、長期保存、省エネルギー、低コストの観点か
ら、HDD と相補的に光ディスクを活用するシステ
ムが期待されている。一方で、光ディスクの活用に
は、読み書き速度、容量に課題が残されていた。本
長期利用課題では、この問題を解決する新しいデバ
イス構造を提案し、その有効性を放射光ピンポイン
ト構造計測で実証した。課題は、１）デバイス構造
の設計・作製、２）検証のための放射光ピンポイン
ト構造計測システムの最適化、３）放射光ピンポイ

ント構造計測による原理検証で構成されている。
　デバイス構造の設計・作製では、現在の光ディス
クの課題である読み書き速度、容量を改善するナノ
ドット構造を提案した。シミュレーションによって、
20 nm ナノドット構造体が実用デバイスとしての
仕様を満たすことを確認し、ナノ構造体の作製に
成功した。原理検証実験には Ge10Sb90の組成の50 
nm サイズのナノ構造体を作製した。
　放射光ピンポイント構造計測システムの構築で
は、実デバイス相当の励起パルスレーザー光源、高
強度ピンクビームの活用、パルスセレクターによる
バンチの選択的利用、レーザー変位計を用いた試料
位置精密制御を実現し、これら要素技術のシステム
化、最適化を行った。
　原理検証実験では、300 ps の励起レーザー光照
射によって、約70 ns の遅延後に、15〜20 ns の短
時間で相変化することを確認した。実デバイスの
ディスク回転速度、ナノ構造体の記録サイズを考慮
して実験結果を評価した結果、現行光ディスクで問
題となっている書き込み速度、容量の問題が解決さ
れることを明らかにした。
　以上のように、本長期利用課題は、SPring-8で開
発されたピンポイント計測基盤をデバイス開発の評
価装置として最適化し、新しい光ディスクの有効性
を原理検証したもので、非常に高く評価される。今
後、SPring-8の多様なバンチモードや XFEL の短パ
ルス光を用いた構造ダイナミクス解析による現象理
解の深化が期待される。
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